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西小倉浄水場建設に着工

64年5月第1期分が完成予定

豊
か
な
水
を
暮
ら
し
の
中
へ

　
本
市
で
は
、
増
加
す
る
水
需
要
に
応
じ
て
安
定
し
た
給
水
を

行
う
た
め
、
上
水
道
施
設
第
五
次
拡
張
事
業
の
中
心
的
施
設
と

し
て
、
伊
勢
田
町
中
遊
田
に
西
小
倉
浄
水
場
を
建
設
し
ま
す
。

こ
の
２
月
か
ら
第
一
期
の
建
設
に
か
か
り
、
昭
和
六
十
四
年

五
月
に
完
成
の
予
定
。
総
事
業
費
は
約
十
億
八
千
万
円
で
す
。

西
小
倉
浄
水
場
は
、
西
小
倉
地
域
に
給
水
し
、
地
下
水
に
よ
る

第
一
期
給
水
で
日
量
五
千
ト
ン
、
更
に
府
営
水
道
か
ら
の
分
水

に
よ
っ
て
第
二
期
給
水
時
に
は
、
日
量
一
万
ト
ン
の
給
水
施
設

と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
の
給
水
人
口
は
十

六
万
六
千
七
百
人
言
量
施
設
能

力
七
万
六
千
二
百
八
十
ト
ン
）
で

す
が
、
住
宅
の
増
加
や
生
活
水
準

の
向
上
に
よ
り
、
今
後
水
道
使
用

量
の
増
加
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
将

来
の
水
需
要
に
対
応
し
、
安
定
し

た
給
水
を
続
け
る
た
め
、
本
市
で

は
、
昭
和
七
十
年
を
目
標
年
次
と

し
た
計
画
給
水
人
口
十
九
万
四
千

▲西小倉浄水場の完成予想図

二
百
人
（
且
ｍ
九
万
二
千
二
百
四

十
五
ト
ン
）
を
内
容
と
す
る
、
上

水
道
施
設
第
五
次
拡
張
事
業
聖
八

十
年
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

中
に
心
的
施
設
と
し
て
、
伊
勢
田
町

中
遊
田
に
西
小
倉
浄
水
場
を
建
設

す
る
も
の
で
す
。

　
西
小
倉
浄
水
場
は
、
地
下
水
を

水
源
と
す
る
貝
畳
千
ト
ン
の
供

給
施
設
（
第
一
期
給
水
は
約
三
千

三
百
戸
に
給
水
）
で
、
敷
地
面
積
は

五
千
九
百
七
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、

建
設
面
積
は
千
五
百
六
十
平
方
メ

ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
1
0
億
８
千
万
円

　
施
設
の
概
要
は
、
取
水
設
備
と

し
て
、
深
さ
二
百
メ
ー
ト
ル
の
深

井
戸
・
取
水
ポ
ン
プ
を
備
え
、
浄

水
施
設
に
は
、
薬
品
設
備
・
急
速

ろ
過
機
・
ポ
ン
プ
な
ど
を
備
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
配
水
施
設
と
し
て
、
容

量
二
千
八
百
ト
ン
の
配
水
池
・
配

水
ポ
ン
プ
・
電
気
設
備
・
管
理
棟

な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
施
設
に
は
、
最
新
の
設
備
を
導

入
し
、
五
ケ
圧
の
宇
治
浄
水
場
で

集
中
管
理
が
出
来
る
ぷ
つ
に
し
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
２
月
中
に
建
設
工
事

に
か
か
り
、
六
十
四
年
五
月
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
総
事
業
費

は
、
約
十
億
八
千
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
一
方
、
京
都
府
が
府
南
部
で
進

め
て
い
る
府
営
水
道
広
域
化
施
設

整
備
事
業
に
よ
り
、
六
十
七
年
を

め
ど
に
小
倉
地
域
で
府
営
水
道
か

ら
分
水
舎
支
け
る
計
画
で
あ
り
、

こ
れ
に
伴
い
更
に
容
量
二
千
八
百

ト
ン
の
配
水
池
を
第
二
期
工
事
と

し
て
建
設
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ

が
完
成
す
れ
ば
、
西
小
倉
浄
水
場

の
供
給
能
力
は
、
Ｅ
量
一
万
ト
ン

と
な
り
、
西
小
倉
地
域
の
約
六
千

六
百
戸
（
第
二
期
給
水
時
）
に
給
水

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
（
水
道
部
）

西
小
倉
・
伊
勢
田
地
区

民
生
・
児
童
委
員
が
決
定

　
西
小
倉
地
区
、
伊
勢
田
地
区

で
欠
員
と
な
っ
て
い
た
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
後
任
者
が
決

定
さ
れ
、
厚
生
大
臣
、
京
都
府

知
事
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

委
嘱
さ
れ
た
の
は
次
の
人
で
、

任
期
は
昭
和
六
十
四
年
十
一
月

三
十
日
ま
で
で
す
。

▼
西
小
倉
地
区

青
山
陽
一
　
（
小
倉
町
南
堀
池
7
5

－
1
0
a
G
1
7
1
5
）

田
中
紘
一
　
示
倉
町
山
際
４
－

3
0
豊
⑩
7
5
8
2
）

▼
伊
勢
田
地
区

高
橋
登
志
子
（
伊
勢
田
町
遊
田

4
1
－
５
き
⑩
6
7
6
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

小林幸子ショー第5回

前
売
券
発
売
中
！

　
⑤
二
千
五
百
円
・
④
三
千
円

　
四
季
を
通
じ
た
「
宇
治
の

表
情
」
を
テ
ー
マ
に
、
季
節

感
あ
ふ
れ
る
風
景
、
行
事
、
風

俗
な
ど
、
新
鮮
な
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
京
都
国
体
開
催

年
。
昨
年
に
続
き
［
京
都
国

体
特
別
戸
を
設
け
、
本
市

開
催
競
技
の
「
水
泳
・
サ
″

カ
ー
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
を

対
象
と
し
た
作
品
も
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
▼
応
募
資
格
・
・
・
特
に
な
し

▼
規
格
・
：
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、

四
ツ
切
り
サ
イ
ズ
（
新
し
い

作
品
で
単
写
真
、
未
発
表
の

も
の
）
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
・
：
写
真
の
裏
に
、
題

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
撮
影
場
所
、
撮
影
年

ト
昨
年
の
入
賞
作
品

　２月11日(祝)

　　　午後２時半・午後５時半

　文化センター大ホール

●問い合わせ　文化センター(a四2lli)へ

2月25日まで

月
日
を
記
載
し
た
応
募
票
を

は
り
、
２
月
2
5
日
脚
ま
で
に

宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
（
〒

6
1
1
宇
治
市
宇
治
塔
川
２
・
ａ

⑩
3
3
3
4
）
へ
。
当
日
消

印
有
効
。

　
▼
賞
…
推
薦
２
点
、
特
選

３
点
、
準
特
選
５
点
、
入
選

2
0
点
、
京
都
国
体
特
別
賞
６

点
（
水
泳
・
サ
ッ
カ
ー
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
賞
各
２
点
）
▼

発
亨
・
３
月
４
日
吻
（
入
賞

者
全
員
に
直
接
通
知
）
▼
入

賞
信
認
・
：
３
月
下
旬
以
降
、

宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
、
ポ

ル
ク
ス
ト
リ
ー
ド
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
予
定
▼
主
催
・
・
・
宇
治
市
、

㈹
宇
治
市
観
光
協
会
。

　
な
お
、
入
賞
作
品
の
版
権

は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

入
賞
者
は
定
め
た
期
日
ま
で

に
原
版
（
ネ
ガ
ま
た
は
ポ
ジ
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応

募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

815

宇
治
市
観
光
写
真
コ

ン
ク
ー
ル

　
受
け
付
け
を
開
始
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正しく、お早めに

２
月
1
6
日
か
ら
受
け
付
け

　
今
年
も
住
民
税
と
所
得
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
税

金
は
、
豊
か
な
町
づ
く
り
の
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
正

し
い
申
告
と
納
税
は
健
全
な
市
民
社
会
の
ル
ー
ル
で
す
。
申
告

期
限
間
近
に
な
る
と
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
は
早

め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
申
告
期
限
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

と
同
じ
く
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
で
す
。
・

住
民
税
の
申
告

申
告
の
必
要
な
人

①
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
現
在

　
で
宇
治
市
内
に
住
所
か
肴
し
た

　
人
。

②
宇
治
市
内
に
事
務
所
、
事
業
所

　
ま
た
は
家
屋
の
あ
る
人
。

　
な
お
、
所
得
が
無
か
っ
た
り
、

少
な
い
な
ど
で
非
課
税
の
対
象
に

な
る
人
で
も
、
児
童
手
当
や
福
祉

関
係
、
国
民
健
康
保
険
関
係
な
ど

や
、
所
得
証
明
書
発
行
な
ど
の
基

礎
資
料
と
な
り
車
ゐ
で
、
必
ず

申
告
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
申
告
の
必

要
な
人
が
申
告
を
し
て
い
な
い
と
、

後
日
こ
れ
ら
の
証
明
書
が
発
行
出

来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
申
告
の
必
要
が
な
い
人

里
…
得
税
の
確
定
里
呈
器
視
務

　
署
に
提
出
す
る
人
。

②
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

　
給
与
支
払
い
報
告
書
が
提
出
さ

　
れ
て
い
る
人
（
年
末
調
整
済
み

　
の
人
）
。
た
だ
し
、
給
与
所
得

　
以
外
の
所
得
（
利
子
・
配
当
・

　
不
動
産
所
得
な
ど
）
が
あ
る
場

　
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
時
の
注
意
点

①
申
告
書
に
は
、
六
十
三
年
一
月

　
一
日
現
在
の
住
所
と
現
住
所
、

　
電
話
番
号
を
記
入
し
て
ぐ
だ
さ

　
い
。

空
〈
十
二
年
中
の
収
入
金
額
や
必

　
要
経
費
が
分
か
る
書
類
、
源
泉

住
民
税
の
申
告

　
出
張
受
け
付
け

　
　
　
　
２
月
1
8
日
か
ら
各
所
で

　
里
覇
間
中
は
、
市
役
所
市

民
税
課
窓
口
で
平
日
は
午
後
五

時
ま
で
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で

受
け
付
け
か
行
い
求
ｙ
。

　
ま
た
、
左
表
の
と
お
り
市
内

各
所
で
出
張
受
け
付
け
を
し
ま

す
の
で
、
お
近
ぐ
の
会
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
（
市
民
税
課
）

住民税の出張受け付け日程表

月　日 会　　　　　場

2/18村 木　幡　公　民　館
小　倉　公　民　館

2/19(勿 伏見信用金庫六地蔵支店
開　公　民　分　館

2/22{月) 広　野　公　民　館西小合集会所

2/23火 伊勢田公民分館
旦　椋　公　会　堂

2/24村 紫ヶ丘公民分館
六　地　蔵　公　会　堂

2/Z5和 東宇治消防分署
西大久保集会所

2/26溺 太陽神戸銀行宇治支店

※時間は、いずれも午前10時～正午と午後

　１時~4時（ただし、太陽神戸銀行は、
　午後３時まで）。

　
徴
収
票
、
収
入
証
明
書
な
ど
を

　
持
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

③
生
命
保
険
料
の
課
税
所
得
控
除

　
証
明
書
、
Ｅ
療
費
の
領
収
書
な

　
と
を
添
付
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

④
扶
養
配
偶
者
や
そ
の
外
の
扶
養

　
家
族
が
あ
る
場
合
は
、
漏
れ
な

　
く
記
入
し
て
ぐ
だ
倍
い
。
・

⑤
郵
送
で
里
子
る
場
合
は
、
記

　
載
事
項
の
誤
記
や
必
要
書
類
の

　
不
足
が
な
い
ぷ
フ
、
特
に
ご
注

　
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
詳
１
　
こ
は
、
申
告
書
及
び
申
告

申
告
書
な
ど
は
、
市
役
所
市
民
税

課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。
　
吊
民
税
課
）

所
得
税
の
申
告

　
正
し
い
確
定
申
告
を

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分
で

一
年
間
の
所
得
と
そ
の
税
額
夕
計

算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
申
告

納
税
制
度
か
採
っ
て
い
未
了
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
期
限
ま
で
里
ｎ
し
な

か
っ
た
り
間
違
っ
た
申
告
を
し
た

り
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
そ
な
ぐ
加
算
税
や
延

滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
求
丁
。

　
昨
年
一
年
間
の
所
得
と
税
額
を

正
に
ｙ
、
計
算
の
上
、
申
告
と
納
税

か
済
ま
ｆ
ｅ
ｉ
Ｖ
-
v
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合

　
次
の
様
な
場
合
に
は
、
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
事
業
収
入
が
あ
る
握
Ｒ
不
動

　
産
収
入
が
あ
る
場
合
、
土
地
や

　
建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、

　
昭
和
六
十
二
年
中
の
所
得
の
合

　
計
額
が
基
礎
控
除
や
配
偶
者
控

　
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控

　
除
の
合
計
額
か
超
え
る
時
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
○
給

　
与
の
年
収
が
千
五
百
万
円
を
超

　
え
る
人
○
給
与
所
得
や
退
職
所

　
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
が

　
二
十
万
円
を
超
え
る
人
○
二
力

　
所
以
上
か
ら
給
与
の
あ
る
人
。

　
確
定
申
告
を
す
る
と
所

　
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

　
確
定
申
告
を
ず
る
必
要
が
な
い

人
で
も
、
次
の
よ
之
迫
合
は
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

受
け
付
け
開
始

本
日
か
ら
業
務
区
分
ご
と
に

　
昭
和
六
十
三
年
度
指
名
業
者

の
資
格
審
査
申
請
蔵
下
表
の

要
領
で
受
け
付
け
ま
ず
。

。
申
請
し
て
い
な
い
と
、
工
事
、

測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル
業
務
・

物
品
役
務
供
給
な
ど
、
指
名
競

争
入
札
な
ど
に
参
加
出
来
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
《
入
札
参
加
資
格
〉

　
次
の
項
目
の
一
つ
に
該
当
す

る
人
（
業
者
）
は
登
録
申
請
出
来

ま
せ
ん
。

　
○
禁
治
産
者
・
準
禁
治
産
者

並
び
に
破
産
者
で
復
権
奎
得
な

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
ず
。

　
①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ズ
で
新

界
巡
り
、
購
入
し
た
人
②
病
気
、

け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
人
③
災
害
・
盗
難
に
あ
っ

な
人
④
昨
年
の
中
途
で
退
職
し
、

憂
箭
Ｕ
て
い
な
い
人
。

　
２
月
1
6
日
以
前
で
も

　
還
付
申
告
受
け
付
け

　
な
お
、
還
付
奮
汚
る
た
め
の

里
ほ
、
二
月
土
谷
以
前
で
も

零
浴
け
て
い
康
司
手
続
き
は
、

お
早
め
に
。
　
　
（
宇
治
税
務
署
）

1

1

1

1

－

ｌ

―

－

－

－

１

１

１

自

１

１

ａ

ｌ

１

１

－

－住
民
税
が
改
正

　
　
6
3
年
度
か
ら
一
部
適
用

　
昨
年
、
地
方
税
法
と
市
税
条
例

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

内
、
昭
和
六
十
三
年
度
分
か
ら
適

用
さ
れ
る
主
な
改
正
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
所
得
割
の
税
率
が
改
正
。
市
民

　
税
で
は
、
税
率
の
区
分
が
七
段

　
階
に
簡
素
化
吝
れ
、
最
高
税
率

　
が
百
分
の
十
四
か
ら
百
分
の
十

　
二
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

②
納
税
者
本
人
の
基
礎
控
除
、
配

　
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
の
額
が

　
そ
れ
ぞ
れ
二
万
円
引
章
上
げ
ら

　
れ
ま
し
た
。

い
人
Ｏ
昭
和
6
3
年
３
月
3
1
日
現

在
で
当
該
営
業
開
始
後
２
年
未

業務区分ど受付日程表

満
の
人
（
建
設
工
事
関
係
業
種

で
は
、
建
設
業
法
に
よ
る
営
業

の
許
可
、
測
量
及
び
建
設
コ
ン

サ
ル
関
係
業
種
で
は
、
業
務
ご

と
に
市
が
定
め
る
営
業
に
関
す

る
登
録
、
物
品
や
役
務
関
係
業

種
で
は
、
当
該
営
業
聚
汀
ラ
た

め
に
必
要
な
許
認
可
等
を
得
た

後
２
年
未
満
の
人
）
Ｏ
直
前
２

③
所
得
控
除
に
配
偶
者
特
別
控
除

　
が
新
設
言
れ
ま
し
た
。
世
帯
と

　
し
て
の
税
負
担
の
軽
減
を
図
る

　
た
め
に
、
配
偶
者
の
所
得
に
応

　
じ
、
十
四
万
円
を
限
度
と
し
て

　
配
偶
者
特
別
控
除
が
ｆ
ｔ
ｔ
ｅ
＾
ａ
れ

　
未
７
．

　
な
お
、
こ
の
控
除
M
i
ｔ
ｏ
る
場

　
合
に
は
次
の
点
に
ｉ
ｊ
注
意
鴛

　
見
昇
所
得
金
額
が
八
百
万
円

か
超
え
る
人
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ

年
の
各
営
業
年
度
に
営
業
実
績

高
の
無
い
人
○
宇
治
市
税
を
滞

納
し
て
い
る
人
。

　
な
お
、
申
請
要
領
は
、
管
財

契
約
課
に
あ
り
季
ｙ
。
詳
し
ぐ

は
、
管
財
契
約
課
（
Ｓ
⑩
3
1

4
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
管
財
契
約
課
）

｜

－－Ｓ
ａ

ａ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ii
ｌ

　　　○　○　　・m ･建

な地測量建設

どiSa築ェ

　調やi4や事
　査土゛土関
　　ヽ木ヲ木係

　補建iな

　價築サど

　調設ルの

　査計間工
　　　係事

　　　　○

●　　・物
各請物品

種負品・

の　供役

役　給務

務　や関

提　製係

供　造

な　の

ど

業

務

内

容

２月22日(月)から

　　　　１２月27日出まで

２月1 日(fl)から

　　　Ｓ２月６日出まで
受
付

期
間

1悶悶詰導な礁問゛
（土曜日の午後は除く。　　　）

宇治市産業会館l階多目的ホール
４

　　　　　　　許登印申

　　　　　　※　認記鑑

い領い請顛こ　可簿証請
＠にこに記の　等If明

　をとつ入外証本書書

　ごはい方　｀　明
　覧Aて法必書

　く申のな要　な

　だ請詳どな　ど’

　さ要し申書

必
要
書
類
な

ど

ん
Ｏ
所
得
の
種
類
に
ょ
り
ま
ふ
、

配
偶
者
の
所
得
が
給
与
所
得
の
場

合
は
、
所
得
額
四
十
九
万
五
千
円

　
（
支
払
額
百
六
万
五
千
円
）
未
満

に
限
り
ま
ず
。
○
控
除
夕
受
け
る

に
は
、
申
告
書
に
配
偶
者
の
所
得

額
を
記
入
し
て
。
提
出
に
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
Ｏ
給
与
所
得
者
は
、

年
末
調
整
を
受
け
る
際
に
勤
務
先

へ
配
偶
者
特
別
控
除
の
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
未
了
。
控

除
が
驀
Ｋ
む
ぞ
ハ
で
、
年
末
調

整
時
に
控
除
か
受
げ
て
い
な
い
大

は
、
税
務
署
次
た
は
市
役
所
へ
申

告
書
と
源
泉
徴
醤
夢
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

④
そ
の
外
、
譲
渡
所
得
の
あ
今
人

　
や
み
な
し
法
人
課
税
の
適
用
を

　
受
け
る
人
の
場
合
で
、
一
部
計

　
算
方
法
な
芦
徊
唇
応
る
こ
と
が

　
あ
り
毒
司

学校給食物資

納入業者の登録申請

２月１日～20日

　
宇
治
市
学
校
給
食
会
で
は
、

給
食
に
必
要
な
物
資
（
年
間
百

八
土
八
日
、
一
日
約
一
互
八
千

百
食
分
）
を
、
登
録
業
者
制
に
よ

る
７
別
入
札
法
で
購
入
。

登
録
濫
掘
ず
る
業
者
は
、
教

育
委
員
会
の
学
校
給
食
会
事
務

局
ま
で
、
所
定
の
申
請
書
に
関

係
書
類
か
添
付
し
て
申
し
込
ん

で
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
出
来
る
の
は
次

の
項
目
に
該
栄
葛
業
者
で
す
。

①
市
内
次
た
は
京
阪
神
地
域
内

　
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と
。

②
相
当
な
資
本
で
経
営
さ
れ
、

　
相
当
額
の
販
売
実
績
が
あ
る

　
こ
と
。

③
常
時
営
業
か
続
け
て
い
る
こ

　
と
。

④
引
き
続
い
て
二
年
以
上
営
業

　
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
指
定
の
期
日
、
時
刻
、
場
所

　
に
物
資
を
納
入
出
来
る
こ
と

　
（
五
校
以
占
。

　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

城
南
衛
生
管
理
組
合

　
『
指
名
願
い
』
の
受
け
付
け

昭
和
六
十
三
年
度
に
発
岸
ず
る

建
設
工
事
、
赳
星
、
設
計
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品
の
購
入

な
ど
に
つ
い
て
の
「
指
名
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」

ら
二
十
九
日
ま
で
行
い
毒
了
。

　
詳
し
ぐ
は
、
同
組
合
総
務
課

用
度
管
理
係
（
豊
０
７
５
剛
5

1
7
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

を
。
　
（
城
南
衛
生
管
理
組
合
）

816

市
税
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

問
い
合
わ
せ
…
納
税
課
（
容
2
2
3
1
4
1
）

問い合わせはお気軽に 住民税・所得税の申告

所得税確定申告説明会

2月9日（火）午後1

時半～4時中央公民館

指名願い



1988年（昭和63年) 2月１日発行　第799号だ　よ　り市治宇
３

ふるさと文化の伝承と発展

受講生を募集

　
世
代
間
交
流
の
輪
か
広
げ
、
共

に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
、
地
域
の
風
習
な
ど
郷

土
の
文
化
夕
見
直
し
、
受
け
継
が

れ
て
采
た
も
の
の
良
さ
や
価
値
を

理
解
し
、
明
日
へ
の
充
実
し
た
生

章
君
妾
え
る
教
室
で
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼

と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公
民
館
'
対
象
・
・
・

市
内
在
住
の
人
▼
定
員
・
：
3
0
人

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
1
4
日
面
、
午
前

８
時
半
に
京
阪
宇
治
駅
前
へ
集
合

（
雨
天
の
握
回
2
1
日
に
順
延
）
▼

コ
ー
ス
・
：
京
阪
宇
治
駅
↓
八
幡
駅

↓
八
幡
宮
↓
近
鉄
新
田
辺
駅
（
解

散
）
の
約
1
2
＊
M
▼
準
備
品
・
：
昼
食
、

雨
具
．
水
筒
な
ど
▼
問
い
合
わ
せ

…
木
村
長
次
さ
ん
（
豊
⑩
３
６
３

末
公民館の所在地

宇治公民館…宇治里尻71

の9
（豊⑩2 8 0 4）

木幡公民館…木幡内畑34
の7（a⑩8 2 9 0）

広野公民館…広野町寺山

17(aR 7 4 5 0)

（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
…
宇
治
公

民
館
へ
、
電
話
ま
た
は
直
接
来
館

で
。
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
み
そ
作
り
講
習
会

　
無
添
加
・
低
塩
分
の
み
そ
を
こ

こ
に
筰
匯
か
ら
学
び
ま
ず
。
み
そ

作
り
を
通
し
て
食
生
活
か
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
▼
内
容
・
と
き
・
：
（
こ
ラ
じ
作

ふ
１
２
月
1
6
日
脚
、
午
後
１
時

半
Ｉ
４
時
。
（
み
そ
作
り
》
＝
２

丹
1
8
日
閑
、
午
前
1
0
時
～
正
午
。

こ
の
外
、
２
月
1
5
ほ
午
後
、
1
6
日

午
前
、
汀
早
前
と
午
後
の
い
ず

れ
か
１
回
、
準
備
作
業
名
汀
う
▼

と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
▼
講
師
…

牛
屈
改
善
グ
ル
ー
プ
・
村
田
叔
子

さ
ん
▼
市
内
在
住
で
準
備
に
も
参

加
出
采
る
人
▼
定
員
・
：
1
5
人
（
先

着
順
）
▼
材
料
費
・
：
八
百
円
▼
持

荷
？
・
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
▼

申
し
込
み
…
木
幡
公
民
館
へ
材
料

費
を
添
え
て
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
消
費
生
活
講
座

　
▼
日
程
・
内
容
…
下
表
、
時
間

３
）
へ
。
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
…
２
月
７
日
間
、
午
前

1
0
時
Ｉ
正
午
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
公

民
館
▼
対
象
…
初
心
者
▼
参
加
持

・
：
七
百
円
▼
持
参
品
・
：
体
育
館
シ

ュ
ー
ズ
か
ゴ
ム
底
の
靴
▼
申
し
込

み
…
当
日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
い

は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
正
午

▼
と
こ
ろ
…
木
幡
公
民
館
▼
対
象

上
般
市
民
▼
定
員
…
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
申
し
込
み
・
：
木
幡
公
民

館
へ
、
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
５
日
６
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
了
・
「
北
方
領
土
の

貝
２
月
７
日
」
」
に
よ
せ
て
ｙ
講

師
・
：
京
都
新
聞
論
説
委
員
・
三
宅

敏
央
さ
ん
。
　
（
広
野
公
民
館
）

世代間交流教室の日程表

月　日 内　　　容 講　師
２／９

　(･幻
伝承される地域の風習①
‐u婚葬祭の心としきたり一 儀式作法if究会

代S

岩上　力さん2/16
　(幻

伝承される地ti.のa.習②
-u婚葬祭の心としきたり－

2/25
　困

郷土の文化について
－ふるきと文化の継承と5ES－

京冊文化財st階絹
若原英弐さん

消費生活講座の日程表

合
わ
せ
・
：
岡
村
光
一
方
さ
ん
（
酋
⑩

4
3
4
3
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

　
弓
道
大
会

　
▼
と
き
・
：
２
月
1
4
日
旧
、
午
前

９
時
～
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
・
：
陸

上
自
衛
隊
関
西
地
区
補
給
処
（
黄

緊
）
▼
競
技
・
・
・
近
的
競
技
（
個
人
・

団
体
）
、
８
射
（
４
矢
２
立
）
立
射
に

て
競
技
▼
ク
ラ
ス
・
：
女
子
の
部
、

男
子
初
級
の
部
（
―
段
以
下
）
・
上

級
の
部
（
４
段
以
上
）
▼
対
象
…
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
▼
参
加
費

…
社
会
人
四
百
円
、
学
生
・
牛
徒
二

百
円
（
参
加
申
し
込
み
時
に
納
入
、

郵
便
振
込
上
只
都
３
・
1
6
2
5

お
知
ら
せ

　
三
種
混
合
予
防
接
種

　
２
月
４
日
か
ら
実
施

　
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
市

内
十
会
場
で
、
三
種
混
合
予
防
接

種
（
百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、

破
傷
風
）
夕
仔
い
ま
す
。
日
程
・

会
場
な
丿
評
し
ぐ
は
、
昭
和
六
十

二
年
麿
政
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

手
引
庶
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
・
：
２
～
４
歳
ま
で
の
幼

児
▼
実
施
方
法
・
・
・
○
第
１
期
＝
２

歳
か
ら
４
歳
禾
満
の
間
に
３
～
８

週
間
間
隔
で
３
回
接
種
○
第
２
期

＝
第
１
期
終
了
後
（
３
回
目
か
ら
）

１
～
１
年
半
の
間
に
１
回
接
種
○

第
３
期
―
小
学
校
６
年
生
で
１
回

接
種
。

　
な
お
、
学
校
で
受
け
な
か
っ
た

月　日 －ア　ーマ

講　　師
2/18

　困
子どもの
　教育費を考える

京都新聞ls説委員
　船a　昇さん

2/22
　(月)

増加する
　消費者被害と保.l

京ー讐t活コンサ･レタント会長

　石原八重子さん

2/29
　卵

カーﾄﾞ時代の家計管理同.S;杜女子大学教授
　坂本武人さん

３／８
　(･刈

低金利時代の財産形成 一吉証券貯蓄課長
　村上賢徳さん

3/11
　囲 食生活の工夫 嘔頂短期大学≫)教授

　桑本千賀子sえ

５
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
男

女
別
、
電
話
番
号
、
職
業
（
学
生
は

学
校
名
・
学
年
）
、
段
位
、
団
体
戦

は
立
ち
順
名
欠
し
、
干
6
1
1
広
野

町
一
里
山
2
2
の
1
6
・
宇
治
市
弓
道

奨
輦
務
局
・
西
垣
内
靖
さ
ん
（
萱

㈲
0
2
2
7
）
へ
。
締
め
切
り
は

２
月
1
0
日
困
。
　
（
市
民
体
育
課
）

　
高
齢
者
森
林
浴

　
・
▼
と
き
・
・
・
４
月
2
3
日
出
～
2
4
日

皿
（
１
泊
２
日
）
▼
と
こ
ろ
・
：
滋
賀

県
朽
木
村
朝
日
の
森
（
宿
舎
は
バ

ン
ガ
ロ
ー
、
眠
房
ト
イ
レ
付
き
）
▼

テ
ー
マ
・
目
的
…
「
自
然
の
中
で
健

宇
治
半
白

　
笠
井
千
紗
子
ち
ゃ
ん

　
　
　
ｓ
6
2
・
１
・
１
１
①

児
童
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
百
日
せ
き
に

か
か
っ
た
り
、
四
⊥
ハ
歳
未
満
の

幼
児
で
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
人

に
は
、
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、

破
傷
風
）
か
行
い
未
了
。

　
各
会
場
共
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
振
ぐ
だ
さ
い
。
（
保
健
予
防
課
）

　
社
会
保
険
相
談

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
２
月
1
2
日

面
＝
木
幡
公
民
館
、
２
月
2
6
日
金

―
宇
治
公
民
館
。
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
Ｌ
時
～
４
時
▼
内
容
・
・
・
年

金
や
健
康
保
険
の
仕
組
み
な
ど
に

つ
い
て
。
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
戦
傷
病
者
乗
車
券

　
引
換
証
の
交
付

　
昭
和
六
十
三
年
度
分
の
戦
傷
病

者
乗
車
券
引
換
証
の
交
包
四
求
を

驀
扮
け
康
す
。
戦
傷
病
者
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人
で
、
交
付
を

康
を
」
―
森
や
林
の
中
で
野
点
や

山
菜
摘
み
、
山
菜
料
理
夕
楽
し
み
、

世
代
か
越
え
て
人
と
自
然
の
ふ
れ

合
い
を
深
め
な
が
息
請
増
進
に

役
立
て
る
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の

5
5
歳
以
上
の
健
康
な
人
▼
定
員
・
・
・

5
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
三
万

五
千
円
（
傷
害
保
険
、
旅
費
、
宿
泊

費
、
食
料
費
含
む
）
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
・
・
・
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

〒
6
1
1
広
野
町
一
里
山
2
1
の
Ｈ
・
高

齢
者
森
林
浴
の
会
代
表
今
西
圭
子

Ｊ
’
ん
（
き
⑩
0
8
7
2
）
へ
。
２
月

1
0
日
困
締
め
切
り
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　ちさこちゃんは。一人っ子の甘

えん坊。滑り台でよく遊びます。

　この欄に掲載するお子さん（62

年２月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

ご
希
望
の
人
は
、
戦
傷
病
者
壬
帳

と
印
鑑
夕
痔
っ
て
福
祉
事
務
所
社

会
課
へ
。
身
体
障
害
者
壬
帳
を
お

持
ち
の
人
は
、
そ
の
手
帳
も
お
忘

れ
な
く
。
　
　
　
　
（
社
会
課
）

　
高
齢
化
社
会
を
考
え
る

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
▼
と
き
…
２
月
９
日
脚
、
午
後

１
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
向
日
市
民
会
館

▼
テ
ー
マ
・
・
・
「
み
ん
な
で
考
え
よ

う
高
齢
化
社
会
」
▼
パ
ネ
マ
ー
・
：

京
都
文
教
短
大
・
後
藤
晨
次
さ
ん
、

堀
川
病
院
・
早
川
一
光
さ
ん
、
平

安
女
学
院
短
大
・
上
野
千
鶴
子
さ

ん
外
▼
申
し
込
み
・
問
い
４
t
ｌ
Ｃ
ｉ
？
)

・
Ｅ
・
企
画
課
（
き
⑩
3
1
4
1
）
▼
主

催
・
・
・
京
都
南
部
都
市
広
域
行
政
圏

推
進
協
議
会
。
　
　
（
企
画
課
）

　
女
性
の
老
後
（
明
日
）
を

　
語
る
集
い

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
1
7
日
困
、
午
後

１
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
▼
内
容
…
○
パ
ネ
ル
デ
″

天ケ瀬ダム湖に愛称

鳳凰(ほうおう)湖

と呼んで

お買物めやす

消費者物価2

0（1月分）

　この公表価格は,1月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　目 規　　　格 平均
価格

価格状況 瀧 最低
価格封前月比 m年比

灯　　油
18£店頭 735 Ａ 3.4 A 4.9 810 650'

18J配達 763 ▲2.1▲7.2 900 700

ガソリン
レギュラー1 t現金
売り 121 ▲0.8 6.1 125 115

ティッシュ

　ペーノ{－
400枚入I箱
(ｸ>lﾈｯｸｽ･ｽｺｯﾃｲ) 154 5.5 2.0 198 118

台所用
　　ラップ

サランラップ

30cmX 20 m 198 Ａ 0.5 ▲8.8 238 128
アルミ
　　ホイル 25cmX 8m 162 3.8A 3.6 188 128
シャンプー 液体ポリ容IS22OCC

花王エッセンシャル 230 ０ ０ 230 225
■mt用
　粉石けん 2.4kg 924 1.2 4.3 958 880

牛　　肉
すき焼用
中程度100k 388 ▲2.8 8.1650 278

塩さけ 切身100g 318４ 2.5 1.6 400 210
バレイショ 男爵100g 25 4.2 31.6 39 10

キャベツ中玉約Ug 210 20,7 73.6380 120

鶏　　卵Ｍサイズパック入
10個 145

A 3．3 ▲21.2 188 120

食用油
日清サラダ油
ポリ容器1000 g 469▲3.9 ▲5.4 638 338

しよう油キッコーマン濃口
ポリ容器入1 t 262 4.8 4.0 328 248

砂　　糖上(3Ug 252 0.8 5.9 278 235

小、麦粉日清小麦粉フラワー
Iks (薄力粉) 203 1.5▲1.0 239 158

インスタント
　コーヒー ネスカフェエクセラ

瓶入150 k 933 0.1▲11.8 948 890

み　　そタヶヤミソlkg 328 ▲4.4▲0.3 358 258

食/fン
普通品１斤
(スライスしたもの) 160 0.6▲2.4 170 140

洗it代 ワイシャツ
白の長そで 141 ▲4.1▲14.5 翻 100

▲印は減

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
○
講
演
・
：
「
誰
に

で
も
や
っ
て
く
る
老
後
、
そ
の
豊

か
な
明
日
の
た
め
に
」
＝
樋
口
恵

子
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
：
社
会
福
祉

協
議
会
で
、
入
場
整
理
券
（
先
着

順
）
欠
配
布
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
心
一
）

　
第
７
回
歴
史
サ
ロ
ン

　
江
戸
時
代
、
村
の
人
び
と
は
ど

の
ぷ
つ
に
祭
り
を
運
営
し
、
ま
た

そ
れ
が
時
代
と
共
に
と
２
　
花
し

た
の
で
し
ょ
シ
か
。
地
域
に
残
る

古
文
書
か
手
掛
か
り
に
、
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
：
２
月
1
8
日
出
、
午
後

２
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公

匹
館
会
議
室
▼
テ
ー
マ
・
・
・
「
お
神

輿
さ
ん
と
ム
ラ
～
五
ヶ
庄
の
場
合

Ｉ
」
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

…
電
話
で
歴
史
資
料
館
（
豊
⑩
1

3
1
1
）
へ
。
　
（
歴
史
資
料
館
）

　
宇
治
市
遺
跡
地
図

　
（
改
訂
版
）
の
頒
布

　
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
六
十

一
年
に
作
成
し
た
宇
治
市
遺
跡
地

図
（
改
訂
版
）
聚
増
刷
し
、
有
償
で

頒
布
し
て
い
ま
ず
。

　
▼
頒
布
価
格
上
冊
二
千
円
▼

問
い
〈
Ｂ
せ
・
：
社
会
教
育
課
（
容

⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
参
加
者
募
集

　
▼
と
き
・
：
３
月
1
3
日
間
▼
と
こ

ろ
・
・
・
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
・
友
愛

の
丘
（
城
陽
市
）
▼
定
員
：
5
0
人

▼
内
容
・
：
交
流
と
竹
細
工
や
ふ
る

さ
と
料
周
つ
く
り
▼
企
画
運
営
…

宇
城
久
青
年
フ
ォ
１
‐
‐
・
ラ
ム
実
行
委

員
会
（
ス
タ
″
フ
も
募
集
）
▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
宇
治
地
方

振
興
局
民
生
課
（
き
⑩
2
1
0
2
）

へ
。
　
　
　
（
青
少
年
対
策
室
）

　
パ
ソ
コ
ン
中
級
講
座

　
▼
と
き
・
：
２
月
2
4
日
｝
Ｔ
３
月

2
8
日
㈲
ま
で
の
月
・
水
・
金
曜
日

　
（
た
だ
し
、
1
6
日
心
は
除
く
、
全

1
4
回
）
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
６

時
半
～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
▼
定
員
…

2
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
上
万

円
（
教
材
費
を
含
む
）
▼
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
城
南
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
人
き
㈲
0
6
8
8
）

へ
。
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

２
人
目
の
子
ど
も
（
就
学
前
）
か
ら
支
給

　
児
童
手
当
の
申
請

３
月
3
1
日
ま
で
に

』
児
竜
手
当
は
、
家
庭
生
活
の

安
定
と
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
全
育
成
・
資
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
支
給

し
て
い
未
了
。

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
は
、
十
八
歳
未
満
の
児
童
を

二
人
以
上
養
育
し
て
い
る
人
で
、

二
人
目
か
ら
の
義
務
教
育
就
学

前
の
子
μ
石
に
支
給
さ
れ
ま
ず
。

前
年
の
収
入
が
一
定
の
額
以
上

の
人
は
児
童
手
当
は
舜
営
Ｅ

ま
せ
ん
。
左
表
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
自
分
の
子
芦
石
で
な

く
て
も
、
一
定
の
生
計
関
係
が

あ
れ
ば
受
給
出
来
る
場
合
が
あ

児童手当の所得制限額

扶養親族等の数所　得　額 収　入　額

０人 133,6万円 214,4万円

１ 163,6 257,3

２ 193,6 300,1

３ 223,6 341,4

４ 253,6 378,9

り
ま
す
。
ま
た
、
義
務
教
育
就

学
前
の
平
戸
も
に
は
、
病
弱
な

ど
の
事
情
原
肌
学
困
難
と
認
め

ら
れ
、
現
に
就
学
し
て
い
な
い

児
童
も
含
ま
れ
求
丁
。

　
六
十
三
年
度
か
ら
薪
た
に
対

象
と
な
る
人
は
、
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
印
鑑
か
痔
っ
て
福
祉

課
で
申
請
手
続
欠
保
護
者
の

銀
行
口
座
番
号
も
お
忘
れ
な
ぐ
。

　
現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
就
学

中
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
三
月

三
十
一
日
原
于
当
は
消
滅
し
ま

す
。

　
児
童
手
当
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
福
祉
課
（
き
⑩
3
1
4
1
）

へ
。
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

特例給付の所得制限額

扶養親族等の数所　得　額 収　入　額

Ｏ人 325,5万円 468,8万円

１ 355,5 506,3

２ 385,5 543,8

３ 415,5 581,3

４ 445,5 616,7

817

世代間交流教室市
民
体
青
の
お
知
ら
せ
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　　　献血

●10日（関西地区補給処=

10時～正午、13時

　～15時半）。

飼えなくなった犬・猫の引き取り

●毎週月曜日（宇治保健所一午前９時～10時

　一半）。

　　　相談あんない

●青少年相談（26日、市民会館13時～16時）。

●登記相談(9日、総合福祉会館13時半～15

　時半）。

●京都府交通事故相談(3日,

17日、京都府

　宇治地方振興局S@2049,

9時～16時）。

　交通事故の法律問題、示談のしかた、賠償

額の算定、訴訟や調定のしかた、自賠責保

険の利用のしかたなど、お気軽にご相談く

ださい。相談は無料、秘密は厳守。

r…………………………………………………………………l

　　社会福祉協議会の法律（定貝io人) ■年ｌ

｜金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、：

ｉ行政一人権・消費生活・精神薄弱者相談：

　の日程ほ、62年度版「市民カレンダーと

：手びき」に掲載。ご利用ください。　　：

　　このほか、市政相談と一般生活相談は

：市役所市民相談室で、消費苦情相談は商｜

　エ観光課で、教育相談は教育委員会で、ｌ

：日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相：

　談は月～金曜日の10時~16時に総合福祉

　会館3階の家庭児童相談室(a⑩8698）

:で。　　　　　　　　　　　　　　　　：

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
電
話
1
5
1
1
）

　
三
月
六
日
㈲
、
宇
治
の
料
理
や

土
産
品
を
見
て
、
食
べ
て
、
楽
し

む
「
ふ
る
さ
と
の
味
覚
・
展
示
と

賞
味
会
」
が
、
観
光
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
開
催
。
こ
ぞ
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
催
し
物

■
料
理
賞
味
会
（
平
等
院
南
門
前

　
宇
治
駐
車
場
ビ
ル
２
階
）

　
ぼ
ラ
お
之
戸
を
メ
ー
ン
に
、

早
春
の
宇
治
の
味
覚
を
ｎ
味
。
午

前
Ｈ
時
～
午
後
３
時
の
１
時
間
ご

と
、
計
４
回
。

■
宇
治
に
ち
な
ん
だ
料
理
、
土
産

　
品
の
展
示
と
試
食
（
観
光
セ
ン

　
タ
ー
２
階
）

　
1
0
0
人
に
宇
治
の
レ
タ
ー
で
″
ト

が
当
た
る
、
お
楽
し
み
抽
選
会
有

■
茶
だ
ん
ご
の
製
造
実
演
・
賞
味
、

　
ふ
る
さ
と
宇
治
の
味
即
売
（
観

　
光
セ
ン
タ
ー
隣
り
の
児
童
公
園
）

一
拝
観
（
平
等
院
庭
園
）

　
参
加
券
の
発
売

　
参
加
券
は
、
料
理
賞
味
券
、
茶

だ
ん
ご
賞
味
券
、
拝
観
券
、
お
楽

に
み
抽
選
券
の
セ
″
ト
。
一
枚
二

千
円
で
七
百
名
様
限
り
。

　
前
売
り
券
は
二
月
一
日
か
ら
発

売
。
観
光
セ
ン
タ
ー
、
観
光
案
内

所
（
宇
治
橋
西
詰
め
、
近
鉄
大
久

保
駅
）
、
商
工
会
議
所
、
京
阪
交

(社)宇治市観光協会

　　(観光センター内)

　電話(23)3

3

3

4

通
社
各
営
業
所
で
。

　
電
話
予
約
は
観
光
セ
ン
タ
ー
だ

け
。
賞
味
会
の
時
間
を
指
定
し
て

く
だ
さ
い
。
　
（
商
工
観
光
課
）

３
月
６
日
（
日
）
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前
1
0
時
～
午
後
４
時

観
光
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ン
タ
ー
・
宇
治
駐
車
楊
ビ
ル
な
ど
で

燃えないゴミ市役所事務所電話22－3141）　　　　　　　　　　　　　　　し　尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）　　　　　　京倉縛(ifpasを除く近鉄以東の全域、西山）

2/1　　17　　羽拍子町（国道筋）
　　　　　　a執m町(■H:＼＼＼　大谷　若林、井尻、中山、毛IS)

士+岫s . -*-里・T:ケ犀．冨i百・蔵sa」・TFBSt親匪

ｉ　　Ｍ　土明治　tt I　ss口　廿／a:　野八　八日iT　肺瓦巳旧習、人紘―乱

り　　ｎり　妬間r T D i;而ゝ　市野riPじlfb｝Ih-n∇｛ ?レj四｝
り　　ｎｊ　　isftCI D ; 55^　μ柘川　Kit天　t耳　-K八系烏　右以

2　　18　　

小倉町丿震萱函出賢蒲更銀前から南ｇ信前ま゛゜市

　　　　　伊勢田町（遊田、砂田）
　　　　　茜少な俣府賞倖宅fas～43 捕）

ｊ　　ｎｒ　　古m一双　AEBfT　-は3≫　S=i／囚はBS将惘l

Ｃ　　ｎｒ　百皿　ﾎ｜｜｜　甲口fI Rし向)_ 醤人 Kレl四　^ r ')I K 以四ノ
ご　　ｍ　iロ-r T D じ由ｌ　ﾙ-tJot1 J^レ;m )　Mi.^y　一心S^、_心^ -二-ffi-^　口μ、マヱr刀心｜x-

Ｏ　　Ｍ　ぷ揺／口洛｜｜雨^　-米里1　う／田I趾-r自rmU佃l　同胞 wレiw J　可圖i 氏以^^ノ
　　　　　小倉町（蓮池、m池、m堀池、示銀朋かり開示mw』

3　　19　　　　　　までの市道筋以北の西浦）
　　　　　伊翁田町（南遊田）

ｎ　削ｉ　lit ／宙/T口浚n|雨^　『|洲Å　由｜川A1　mj:T( x -n^ -Tけ)
１八　ｎ／ｎ　心，｜，／Ｄゝ　ふ心|自
ｉｎ　ｎｊｎ　太１１，ｍ　ｊレ，t,-　十嘔白inr Tりじ田ｌ　mr^tt 1^レ;･)　ゆCUt KW冤J、jr.-　口口

　　　　　棋島町（全域）
4　　22 生り贈沿東武門)北の御廟・天神）

ｉＱ　り／ｊ　　４レ白　い-　At-　ノ白〃
１ｒ　Ｑ／ｒ　-七　丿卜と　匹ヴ-ｆｌＵ１１ｍｌ　心lhJ　iｕ１-１１１　１ｒｍｌ-　｜ｒ-１ １ＫｙλＷｊ　肖IMIr　□μ

１り　　　　　Ｊレ加茂ih心liS^　巾廻蔀由　町tn;　sはと　■man　fifri¥貨　川【UtU
　　　　　木’幡（平尾、須留、同原、mm山、畑山出、mm.

5　　23　　　　　　陣ノ内、赤塚、花揃、金草原．北畠、桧尾、
　　　　　　　　　北山畑、JR以東の正中・東中）

　　　　　　正中(jR以西)、西中一鄙、東中(j R以四)、陣Z内tJ H以四)、同丿尽、i思が^、仰//きり、
17　　　　-Iﾚ!　―^T日　*l ノ;十BT　担同町

１０　　　　　心細　罵巾　巾廿r T D ¶］面^　-*-畑1=3 ( I ;?レi固1　斟／ψ－四涸．恥／い胎、剛随V. K以ty／

　　　　　六地蔵（全域）　　　　　木　　幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、
8　　24　　　　　　中村、南山畑、南山、南端、JR以西の正中

　　　　　　　　　　・東中）　　　　　て々a: (次回谷　TR以東の芝ノ東）

伯　　　　ぶ卜　悛廿　4ノ由１１Ｕ１１向１　向油ほト１臼しｆ四ｌ

6 111 . *-垂|||.･;s・ffi.心・i由日日・m軒匯・開町・x久慄脚iiffii政

○　　り∩　口町　±tノり　RirS　Ψ既　南／r＼

　　　　　北ノ山．山ノ内、上ノ山、大竹、余屋畏、久保、用/L｣一節、四表、可匹J K以日ﾉ、
9　3/1　之,l,CSふ固冊卵

　　　　　木　　幡m小路）　　　　　五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

9　　25　　　　　　原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西
　　　　　　　　　浦、新開、平野、折坂、福角、－・二・三番
　　　　　　　　　割．jR以西の芝ノ東、高峰山）
　　　　　曹　　讃r平町ゝ

　　　　２　寺山．大開‾部ヽ宮谷ヽ尖山-鄙ヽ丸山ヽ―里山k肘迫以用ヽ巾退以限ﾉ、甲助、
10　3/ T:をsr,i｀き劣;雨nじi死^

１り　り／Ｑ　古由　　田，ＩＩ　旧片x　閤町　ﾑ引,r＼痘三心nしlie｝Hir一朴
ｉり　り／４　　１十日9　φ閻　双　／j>iiim　口加　ばぜ　ぎ田i付雨皿天伯nレJim

　　　　　　五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、
　　　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）

　　　　　　菟　　道（平町を除く全域）
10　26　　明星町（全域）

　　　　　　羽戸山（全域）

　　　　　　嗇津旧縫）7rP;. 吏内　又振　山田）

15　3/5
怒序鷲ぎ幄9)謡%岬合、弐杏(肘迢am), 八合山i.惟兄iojﾉ、琵芭、

iΓ　　　　Υ9　弛汁　完昼　fi/､窓　'^?'=5'　HI屡f l TP; 南1　↑Å川
ｉり　　　　t紫　フ-tr 百由　T7ie　■Iira 訂ろ　ロφ耳F=i　川瓜．石畷、巾甲、八川悶、n'少w.、心牛川

　　　　　　森本(JR以東)、段ノ上、薮里、凩四隼より、米甲、四甲、朗以、｢]B｢｣、ハIll, 叶‘刀ヽ
18　　　　岫ih　公‾こn r TI?じi吏卜　出口(T R WW)

　　　　　　宇　　洽（里尻、小桜、宇文字．壱■s> 炒栗、連早．
　　　　　　　　　　塔川、善法、東山、下居、上権現町、琵琶、
　　　　　　　　　　野神、弐番．池森、米阪、矢落、若森.JR

11　　27　　　　　　以南の天神）

　　　　　　白　　川（全域）
　　　　　　折居台（全域）
　　　　　　天神台（全域）

,、合附T．s凱m町・纒昆HT ・ ¥;ft ・ぶii日廿-mvzi政

　　　　　老ノ木、久保、西山(国道以心、寺内一耶、連司、
1　　22　ぶェ心冶宝らl､介捻甫坦拉i;jdh")

　　　　　　天王(府道宇治小倉停車場線以雨)、眼山、陰山, 仄削、
2　　23　中川原(大川原線以東)、十一(大川原線以東、園道以ill)、

　　　　　　-i一之rー洛じ)宙卜　十八'図譜以直)

首
　　　　　　小倉町（奥畑）

　　　　　　南陵町（全域）　　　　　　羽拍子町（国道筋を除く全域）

12　　29　　神　　明（全域）　　　　　　宇　　治（蛇塚、大谷、野神一部）

　　　　　　琵琶台（全域）　　　　　　広野町（小根尾一部）

Q　　9/1　心ぴj　沢hV甫
ｊ　　9i;　ぶ肘≪jrtl(*i由OレHド】［^函貿A^i月I)公判丿

Ｑ　　9K　由州岫（十がii　M泄↑］
　　　　　南遊田、遊田、砂田、陶山、ヮトロ、七暗一,]p、甲／瓦．升几、

6　　27［±1 ノm　タ太　淫而　安田町令域

8　　29詰(壁諧呪反圧爪仏誕お)悶帳ぶ俗拡針

　　　　　　開　　町（国道筋を除く全域）13　3/1　　広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）
　　　　　　西大次俣府蛍拝宅(1～20棟）

ｎ　q／i　　r+iri，t'こpi-£止|?r匹ぺ　七゛S　E･ぷ友

　　し尿収集の届け出を

　家族や同居人に増減があっ

.たり転出転居、浄化槽設置な

　どで、し尿収集届出に異動が

　あったときは市役所清掃■a務

　所へ届け出てください。

　　　　(城南衛生管理組合)

in　･3／り　'･i<it白ふ附丁
1O　q／Q　らgsrしrfK ;hドi　J忖介　;&'μV　IT？以

　　　　　　開　　町（国道筋）　　　　　　広野町（桐生谷、一里山､’東裏、寺山、西裏、茶屋

15　3/2 大久保町atノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

　　　　　　　　　　久保）　　　　　　丙大久保府営住宅（21~32棟）

13　3/4 詰似,仙石j)団地、甲央台、四山cug廻以四ﾉ、

15　3/5 尨‰昌以tti.靉―a5剛閤訟丿計゛ ¨jg;｀

ｌａ　　　　　EifE3jll　3aQ 【匂次´｀~｜ぴjira')戈c ノ
17　　　　　i4i八八rfLふ^由nレ)Ki~Hぴ1i附り3f )

　　　　　呑晶れ錆‰Ｅ、ｕ、中万H、中ぺ、ぉ中

16　3/3　　　　　　ノ荒、ウトロ、南山）

　　　　　広野町（成田、新成田）　　　　　大次俣町(田原　日泣　平盛、井ノ尻、南ノロー部）

1Q　　　　iGy由（1nn~11　K4~yK　1)~･■i.-iノ　ノ^iヌに』七、UJKi、Ｕｐ
1Q　　　　　fti/ii　mm一禰!　w業ui一昔s(iir灰丿匹yノ

　　　　　　山際、半白、薗場Q大川原轍以北;, 人噛、北八、門口、･隋員、
20　　　　れ　石垣(大川原線は東)
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ふるさとの味覚

展示と賞味会
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2月の燃えないゴミ・し尿収集日程表　
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